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市長所信表明（平成３０年３月）

おはようございます。

本日、平成３０年３月吉野川市議会定例会を招集いたしましたと
ころ、議員各位には、御出席を賜りありがとうございます。

定例会に臨みまして、当面する諸課題への取り組み状況と今後の
市政運営に対します所信の一端を申し上げますとともに、提出議案
の御説明をさせていただき、議員各位はじめ市民の皆様方の御理解
と御協力を賜りたいと存じます。

はじめに、「高越こども園・高越小学校」について申し上げます。

平成２８年７月に着工いたしました高越こども園・高越小学校の
新築工事が無事完了し、３月２８日にいよいよ落成式を迎える運び
となりました。

工事関係者の方々の御努力や、保護者や地元の皆様をはじめ、御
理解・御協力いただいた全ての方に深く感謝し、心よりお礼申し上
げます。

４月には開校式が執り行われ、高越こども園・高越小学校は、０
歳から１２歳までの一貫した保育・教育を可能とする施設となりま
す。未来を担う子どもたちが、ここで学び、たくましく、健やかに
成長することを切に願っています。

次に、「吉野川市リバーサイドハーフマラソン大会」について申
し上げます。

来月３月１１日に開催されます、第１７回吉野川市リバーサイド
ハーフマラソンに、「最強市民ランナー」で知られる川内優輝さん

かわうちゆう き

が招待選手として御参加いただくことになっております。

徳島へは、２０１４年のとくしまマラソン以来２回目ということ
で、今回、再び全国トップレベルの走りを間近で見ることができる
絶好の機会であります。大会当日は、是非多くの皆さんに沿道へお
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越しいただき、熱い声援で大会を盛り上げていただくようお願いい
たします。

なお、大会前日の３月１０日には、川内選手による小中学生を対
象とした講演会を予定しております。マラソンのみならずスポーツ
の楽しさを伝えていただき、子どもたちの未来への糧となることを
期待するものであります。

それでは、最近の市政の動きについて、申し上げます。

まず、「中心市街地活性化の推進」について申し上げます。

「都市再生整備計画」に基づき事業を進めております旧麻植協同
病院跡につきまして、ＪＡ厚生連による病院本館等の解体工事は、
現時点でほぼ完了しております。本議会での議決後、速やかに用地
の取得を進め、平成３０年度には施設の建設に着手いたします。

施設の概要につきましては、アリーナ棟にメインアリーナとサブ
アリーナを設けるとともに、トレーニング室等も配置し、健康・ス
ポーツ機能の充実強化を促進します。また、アリーナに併設する交
流センター棟には、地域交流センター、図書館、子育て支援センタ
ーを複合した文化・芸術・情報の交流拠点としての機能を設けます。

両施設の一体的な整備により、相乗効果を高め、まちの活性化に
繫がる「新たなにぎわいの拠点」として、平成３１年度中の完成を
目指してまいります。

次に、「鴨島東部地区認定こども園の進捗状況」について申し上
げます。

昨年６月に着工した、建設用地等の造成工事については、舗装工
事を除き完了しました。国道と県道の交差地点につきましては、変
更させていただいた新しい通行経路にて、すでに御協力をいただい
ているところであります。

また、園舎新築工事については、昨年、業務受託事業者として選
定した株式会社姫野組と、１２月議会承認後、正式に契約を締結い
たしました。
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そして去る１月１５日には、牛島幼稚園・小学校の保護者、近隣
うしじま

住民、関係者の皆様に工事説明会を実施し、同月２２日に起工式を
執り行いました。

来年１月末には、園舎の本体工事が竣工します。その後、駐車場
や進入路等の舗装工事を行い、平成３１年４月の開園の運びとなる
予定です。その間、子どもたちの安全を第一に心がけて工事を進め
てまいります。

次に、「鴨島中央部認定こども園整備事業」について申し上げま
す。

「吉野川市幼保再編計画」と「吉野川市子ども・子育て支援事業
計画」をもとに、鴨島中央部地区の公立幼稚園２か所、私立保育所
１か所を再編した民間事業者による整備計画を進めており、平成３
２年４月の開園を目指しております。

現在の私立鴨島中央保育園敷地内に新築する、この園の開園をも
って、市内全域における認定こども園の整備が整い、幼保再編計画
の完了となります。

今後とも、就学前の子どもに対する教育・保育及び保護者に対す
る子育て支援の充実に努めてまいります。

以下、当面の市政運営に関して申し上げます。

１点目は、「子育てに優しいまちづくり」についてであります。

まず、「特定不妊治療」についてであります。

結婚後、妊娠を希望されても叶わない御夫婦には、早期に専門医
療機関を受診することが重要であります。

体外受精や顕微授精を行う「特定不妊治療」は、保険適応外とな
たいがいじゅせい けん び じゅせい

り、１回の治療に高額の費用を要するため、身体的、精神的負担に
加え、経済的負担が大きいのが現状であります。
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そこで、徳島県が実施している「こうのとり応援事業（特定不妊
治療費用助成事業）」に上乗せする形で、市が治療費用の助成を行
い、希望が叶い、安心して、妊娠、出産、子育てができるよう支援
してまいりたいと考えております。

次に、「新生児聴覚検査」についてであります。

新生児聴覚検査とは、赤ちゃんの聴覚に異常がないかを早期に発
見するための検査で、生まれつき、両側の耳の聞こえに異常がある
お子さんは、１,０００人に１～２人と言われています。

この検査により、聴覚の異常を早期に発見し適切な治療を行うこ
とで、言葉の発達への大きな効果が期待できるものと考えておりま
す。

聴覚検査の精度管理、費用負担の統一、事務事業の一元化などに
ついて環境が整ったことから、平成３０年度より県内広域医療機関
において実施し、乳幼児の早期の療育と成長発達を支援してまいり
ます。

２点目は、「健康で福祉に温かいまちづくり」についてでありま
す。

まず、「第７期介護保険事業計画策定」についてであります。

介護保険は、制度創設以来、高齢者を支える社会保障制度として、
着実に役割を果たしてきましたが、年々増加を続ける給付費や多様
化するニーズを背景に、様々な課題に取り組むことが求められてい
ます。このことから、平成３０年度から始まる第７期介護保険事業
計画では、「住み慣れた地域で支え合い、自分らしい生活が送れる
まちづくり・地域包括支援システムの構築」を基本理念として、計
画を策定をいたしました。

また、この第７期計画の策定に合わせ、６５歳以上の方・１号被
保険者の介護保険料の見直しも行っております。これまで、介護予
防事業や介護給付適正化事業などを推進してまいりましたが、高齢
化の進行に伴う介護サービス利用の増加が見込まれるとともに、介
護報酬の改定や負担率の上昇により、保険料の増額は避けられない
状況となっております。
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介護保険料は、安定した介護サービス提供体制を維持するために
必要な原資でありますので、被保険者の皆様には御理解をいただき
ますようよろしくお願いいたします。

次に、「国民健康保険の広域化」についてであります。

国民健康保険については、持続可能な社会保障制度とするため、
平成３０年度から県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運
営を行うとともに、効率的な事業を実施し、国保運営の中心的な役
割を担い、制度の安定化を図ります。

なお、市においては、住民と身近な関係にあることから、資格管
理や保険給付、保険税の賦課・徴収、保健事業など、地域における
きめ細やかな事業を、今までどおり引き続き行います。

また、平成３０年度の国民健康保険税に関しましては、国及び県
の補助及び交付金等の活用により、事業納付金の抑制が図られたた
め、現行の税率に据え置きたいと考えております。

今後、保険給付費の動向などにより、見直しの必要が生じる場合
もあると予想されるため、県及び関係機関等との連携をさらに密に
して、国保制度の効率的かつ安定的な運営に努めてまいりたいと考
えております。

３点目は、「教育に強いまちづくり」についてであります。

まず、「総合型地域スポーツクラブ設立準備」についてでありま
す。

これまで日本のスポーツといえば、企業や学校といった小集団で
勝利を過剰に求める、どちらかと言えば地域に閉ざされたスポーツ
でありました。このため、全ての人がスポーツを楽しみ、感動を分
かち合い、支え合う社会を目指す組織づくりが求められています。

このことに鑑み、麻植共同病院跡地に建設されるアリーナを拠点
とする、地域住民が主体的に運営する総合型地域スポーツクラブの
設立準備を進めているところであります。
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スポーツクラブでは、子どもの体力向上、高齢者の健康づくり、
障がい者スポーツの普及などを図るとともに、市民が分け隔て無く
スポーツに親しむことで、心のバリアフリーや共生社会の実現を目
指してまいります。

クラブ設立に向け、関係団体や市民の皆様の御理解と御協力をい
ただきながら、しっかりと取り組んでまいりたいと考えております。

次に、「第２期吉野川市教育振興計画策定業務」等についてであ
ります。

本市では、平成２１年に策定した「吉野川市教育振興計画」に基
づき、教育の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進しており
ます。この計画が平成３０年度に最終年を迎えることから、新たに
第２期となる計画を策定いたします。

策定にあたっては、これまでの施策・事業の進捗状況や成果を踏
まえるとともに、人口減少・少子化の進行、グローバル化の進展や、
地域・家庭の状況の変化など、教育環境を取り巻く諸課題を把握し、
今後、本市が目指す教育の姿、それを実現するための施策の展開を
具体的かつ体系的に明らかにする計画としたいと考えております。

この他、同様に「吉野川市男女共同参画基本計画」も計画期間が
終了することから、「女性活躍推進法」が定める「女性の採用・登
用・能力開発等のための事業主行動計画」を包括する新たな計画と
して、「第３次基本計画」を策定いたします。

４点目は、「若い世代に魅力あるまちづくり」についてでありま
す。

まず、「オリジナル婚姻・出生届及び記念撮影事業」についてで
あります。

本市では現在、婚姻届、出生届などの提出の際、希望者に記念撮
影を行い、写真データにメッセージカードを添えて本人のパソコン
等に送信し、記念としていただくサービスを実施しております。

さらに、来年度は、吉野川市が誇るべき国の伝統工芸品に指定さ
れている阿波和紙を活用し、新たに市オリジナルの婚姻届・出生届
を作成いたします。
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作成にあたりましては、市民や若手職員等からの意見も取り入れ、
結婚・子育て世代の方にとって手元に残る一生の記念品となるもの
にしてまいります。

用紙の和紙については、阿波和紙のＰＲ、地域資源としての再認
識、本市のイメージ向上に寄与するものと考えております。

また、オリジナル届出作成と同時に、記念撮影の際に使用してお
ります背景として本事業専用のスクリーンを作成いたします。デザ
インにつきましては、市民のニーズを考慮するとともに、より「市
全体でお祝いする」雰囲気を醸し出せるものにし、吉野川市のイメ

かも

ージアップに繋げてまいります。

次に、「中央美化センター跡地多目的運動場整備事業」について
であります。

使用を中止している鴨島運動場の代替え施設として、中央美化セ
ンター跡地に整備を計画しております多目的運動場につきましては、
既に用地取得を完了させ、平成３１年４月供用開始に向け、平成３
０年度に建設工事を計画しております。

施設の概要といたしましては、一般用のサッカーフィールド１面
分の広さにロングパイルの人工芝を敷設し、その周囲にはウォーキ

ふ せつ

ングが可能な遊歩道エリアなども設ける計画であります。

完成後には、天候に影響されにくい屋外運動施設が確保され、市
民の体力向上や地域スポーツの振興が図られるとともに、各スポー
ツの大会を誘致することで、交流人口の増加に繋がることを期待す
るものであります。

次に、「徳島ヴォルティスホームタウン事業」についてでありま
す。

本市では、昨年から徳島ヴォルティスホームタウン事業を行って
おり、昨日から始まりましたＪリーグ２０１８シーズンの吉野川市
民デーは、６月１０日・日曜日・午後４時キックオフ、ＦＣ町田ゼ
ルビア戦に決定いたしました。当日は、数多くの市民の皆様に、鳴
門ポカリスエットスタジアムへお越しいただきますようお願いいた
します。
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今年も、ホームタウンとして、徳島ヴォルティスを強くサポート
するとともに、市民デー等を通して本市の魅力を全国に発信してま
いりますので、引き続き市民の皆様の熱い応援と御協力をお願いい
たします。

次に、「広報よしのがわ」の全ページフルカラー化についてであ
ります。

「広報よしのがわ」については、毎月第二水曜日に、市の行政情
報などを掲載して発行しておりますが、平成３０年６月号より、全
ページをフルカラーに刷新します。

フルカラー化にすることで、本市の四季折々の魅力を「わかりや
すく」発信するとともに、ページ数についても４ページの拡大を図
り、文字などを大きくすることで、高齢者等にも配慮のある、これ
までより読みやすい広報誌といたします。

また、企業等からの広告掲載枠も拡大して、市内経済の活性化に
も繋げたいと考えています。

さらに、市民の皆様に御参加いただける新コーナーなども検討し、
どの世代の方にも親しんでいただける「広報よしのがわ」を目指し、
本市の魅力発信力強化に努めます。

５点目は、「地域の個性を生かしたまちづくり」についてであり
ます。

まず、「美郷梅酒まつりテレビ企画事業」についてであります。

美郷地区では、現在５軒の酒蔵がこだわりの梅酒づくりに取り組
んでおり、毎年１１月最終土日に開催している「美郷梅酒まつり」
は、３,５００人が訪れる一大イベントとなっております。

今年は、１０回目の節目の特別企画として、四国放送テレビと連
携した「美郷梅酒まつり」を開催いたします。

具体的には、四国放送・梅山茜アナウンサーに美郷を取材してい
ただき、夕方ワイド番組「ゴジカル！」で年間特集として定期的に
情報発信をしていただきます。
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また、梅酒まつり当日には、梅山アナウンサーが実際に造った梅
酒の試飲会を開催するなど、地元テレビ局を通じて、県内の多くの
方々に梅酒の美味しさはもとより、美郷の魅力を再認識していただ
けるよう、観光地としての情報発信に取り組んでまいります。

次に、「移住支援事業」についてであります。

本市への移住を希望する方に対しての相談、行政では目の届かな
いところまでのきめ細かな支援、そして地域との架け橋となる移住
コーディネーターを今年度育成してまいりました。

平成３０年度におきましては、コーディネーターの所属する組織
に対し、移住支援業務の委託を行い、地域と連携しながら移住支援、
移住促進を図り、本市へ安心して移り住むことができる環境づくり、
定住できる体制づくりを進めてまいります。

次に、「藍の日本遺産登録」についてであります。

阿波藍は、江戸時代から４００年にわたり、その伝統が受け継が
れ、現在の徳島を語るうえで歴史的・文化的に欠かすことのできな
い歴史文化遺産であります。

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの公式エンブレ
ムに藍色が採用され、阿波藍がジャパンブルーとして注目を浴びる
中、吉野川市を含む県内９市町（徳島市、吉野川市、阿波市、美馬
市、石井町、北島町、藍住町、板野町、上板町）は、阿波藍に関す
るストーリーの「日本遺産」登録に向けて、この２月に申請いたし
ました。

本市においては、市内の藍屋敷等の文化遺産を申請し、地域の魅
力や活性化がなされるよう、地域資源としての阿波藍の価値の再認
識と情報発信をすることにより、今も唯一無二の阿波藍を産出する

ゆいいつ む に

徳島を強くアピールし、国内はもとより海外の人々も訪れてみたい
と思える地域の創造を目指します。

６点目は、「安心・安全なまちづくり」についてであります。

まず、「消防防災活動拠点事業」についてであります。
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大規模災害時に、市民の皆様にいち早く、災害支援物資を届ける
物流拠点の整備を行うため、本年度、山川町春日地区の県道３号線
沿いに、２,６４０㎡の建設用地を取得いたしました。

災害時には、大型トラックやフォークリフトでの荷物の受け入れ
が可能となる施設として、また、通常時には消防操法訓練が可能な
市消防団の団員育成施設、自主防災組織の担い手養成施設として利
用できる「消防防災活動センター（仮称）」の整備に向け、平成３
０年度は、施設の基本計画を作成してまいります。

次に、「福祉避難所訓練事業」についてであります。

平成２８年４月に発生しました熊本地震では、家屋の倒壊、土砂
崩れや道路崩壊などにより、甚大な被害がもたらされ、福祉避難所
の重要性が再認識されたところであります。

南海トラフ地震等の大規模災害の発生直後には、施設の職員等が
すぐに駆けつけることができない事態も予想されます。

このため、平成３０年度からの２か年で、事業所の職員や地域住
民、行政等が連携・協力した福祉避難所運営訓練を実施し、その取
り組みの中で出てきた課題などを踏まえ、災害発生時に地域が一体
となって円滑な運営ができる体制の構築に努めてまいりたいと考え
ております。

次に、「消費者安全確保地域協議会の設立」についてであります。

近年、高齢者等を中心に消費者トラブルが増加、悪質化・深刻化
していることから、相談体制の整備に加え、さらなる取り組みとし
て、消費生活上特に配慮を要する消費者に対して、地域で高齢者等
を見守るための組織づくりが求められています。

このことから、ひとり暮らしの高齢者や障がい者の方を、消費者
被害から守ることを目的に、去る２月２３日に「吉野川市消費者安
全確保地域協議会」いわゆる消費者見守りネットワークを設立いた
しました。

本協議会は、福祉関係・自治会・警察等で構成しており、それぞ
れの団体や個人が業務や生活の中で、見守りが必要な方の小さな異
変にも気付いていただき、情報を協議会内で共有し消費生活センタ
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ーへの相談に繋げるものであります。

さらに、状況に応じて警察とも連携を図りながら、消費者被害を
防止、あるいは、最小限にくいとめ、高齢者や障がい者の安心安全
の確保に取り組んでまいりたいと考えております。

次に、「ため池の防災・減災対策」についてであります。

市内には、貯水量１,０００立方メートル以上のため池が１８か所あり、
大雨や地震などで被災した場合、下流域に居住する住民や農地等への被
害が想定されます。

市といたしましては、防災・減災の対策上、緊急性の高いものから、
ため池の整備を進めたいと考えております。

平成３０年度におきましては、老朽化により水位の調節機能が十分で
ない鴨島町飯尾地区の「昭和池」について整備に着手するとともに、川
島町山田地区の「塚池」につきましては、事業費の４分の１を市が負担

つかいけ

し、県営事業によって整備していただくこととしております。

さらに、ため池の整備に加え、平成２７年度から２８年度に国の補助
で１２か所のため池について作成・公表した、「ため池ハザードマップ」
は、補助基準が変更されたことから、鴨島町山路の２か所が対象になっ
たため追加整備を行い、さらなる防災・減災対策に役立ててまいります。

７点目は、「効率的に行政運営をするまちづくり」についてであ
ります。

まず、「一般廃棄物処理基本計画」についてであります。

本市における「ごみ処理計画」及び「生活排水処理計画」に関し、
法律及び条例に基づき策定する「一般廃棄物処理基本計画」につい
て、今年度改定作業を行っております。

今回の改定は、特に「中間処理施設」の処理方法について見直し
を行い、従来の広域処理にとらわれず、単独処理も視野に入れた比
較検討を実施いたしました。その結果、「浄化槽汚泥等」は市内で
稼働中の下水道施設を有効活用した単独処理へ方向転換し、準備を
進める方針を決定したところであります。
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「ごみ処理施設」についても、生活排水処理と同様に単独・広域
での比較検討を行っておりますが、現在のところ中央広域環境施設
組合の新施設計画が不透明であることから、今後の動向を注視し、
その判断を行う内容となっております。

また、休止施設の「鴨島環境センター」の解体につきましても新
年度予算にて工事費を計上し、早急に対応してまいります。

次に、「ごみ分別促進アプリ導入」についてであります。

「一般廃棄物処理基本計画」の中の基本理念では、循環型社会の
形成並びに、市・事業者及び市民の協働による、さらなる４Ｒの推
進を掲げており、資源ごみの分別収集の徹底を図るために、ごみ収
集カレンダーと分別ガイドブックにより、市民の皆様に分かり易い
周知を図っております。

さらに、平成３０年度からは、従来の紙ベースによる周知に加え、
新たに最近のスマートフォン普及事情を鑑み、「ごみ分別促進アプ
リ」を導入することといたしました。

特に若い世代への普及を図ることにより、一層のごみの分別と資
源化の推進に繋げてまいります。

次に、「新水道ビジョンの策定」についてであります。

水道ビジョンは、人口減少による事業の非効率化や施設の老朽化の進
展など、水道を取り巻く時代や環境の変化に対応するため、１０年ごと
の見直しを行っております。

本市においては、平成３０年度に最終年を迎えることから、現在、策
定中である送配水管などの水道事業基本計画を基に、「安全」・「強靱」

そうはいすいかん

・「持続」の観点からの課題抽出や推進方策を具体的に示し、５０年、１
００年先の水道の理想像を踏まえた、実効性の高い新水道ビジョンの策
定を目指してまいります。

次に、「下水道事業の地方公営企業法への法適用化」についてで
あります。

下水道事業については、長期的収支の見直しや下水道使用料の適
正化など、今後の経営安定化に向け、平成２７年度より法適化によ
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る公営企業会計への移行に取り組んでおります。

現在、固定資産台帳システムの構築を終え、平成３０年度には、
経営戦略策定審議委員会を設立し、将来にわたって安定的に下水道
サービスの提供を持続していくための、中長期的な基本計画である
「経営戦略」を策定し、より一層経営の健全化に努めてまいります。



- 14/17 -

次に、今定例会に提出いたしております案件につきまして、概要
を御説明申し上げます。

今議会に提出しております案件は、「専決処分」の報告案件が２
件、条例の制定１件、廃止１件、一部改正１７件の条例に関する案
件が１９件、一般会計（第６号）及び特別会計等の「平成２９年度
補正予算」に関する案件が６件、「平成３０年度当初予算」に関す
る案件が８件、市道路線の認定（６路線）に関する案件が１件、「都
市再生整備事業による多目的アリーナの建設に伴う財産の取得」に
係る案件が１件の計３７件でございます。

まず、報第１号は
平成２９年４月２０日に川島町において発生した玉突き衝突につ

いて、平成２９年６月議会及び１２月議会において、それぞれの相
手方の車両の修理費用に係る和解について報告したところですが、
今回は先頭車両の相手方の治療費等について損害賠償額１８７,２６
４円で和解することについて報告するものです。

次に、報第２号は
平成２９年１０月２３日、市役所駐車場において、市有車両が後

退した際に、停車していた相手方車両に接触し、当該相手方車両を
損傷させたもので、損害賠償額は２９４,０８４円であります。

次に、
議第１号から議第１９号までは、「条例関係議案」です。

議第１号「吉野川市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に
関する基準を定める条例」は、介護保険法の改正により、指定居宅
介護支援事業者の指定等の事務を市が行うこととなったため、当該
事業の運営基準等について必要な事項を定めるものです。

議第２号「市立学校設置条例の一部改正」については、川田・美
郷地区の小学校、幼保の再編による高越小学校・こども園の設置等
に伴い、所要の改正を行うものです。

議第３号「市立中学校寄宿舎条例の廃止」については、学校再編
による美郷中学校の廃止に伴い蛍雪寮を廃止し、また現在休寮中の

け い せ つ りょう

山川中学校・高越寮も併せて廃止することに伴い、寄宿舎の設置条
こ う つ りょう

例を廃止するものです。
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議第４号「市立幼稚園保育料等徴収条例の一部改正」については、
山瀬幼稚園の閉園に伴う所要の改正を行うものです。

議第５号「保育所条例の一部改正」については、山川南・山川中
の各保育所の閉所等に伴う所要の改正を行うものです。

議第６号「公会堂条例の一部改正」については、川島町の鳶ヶ巣
と び が す

公会堂の廃止に伴う所要の改正を行うものです。

議第７号「国民健康保険条例の一部改正」については、国民健康
保険法及び同施行令の改正により、国民健康保険の運営主体が県と
なることに伴い、市の運営協議会の名称変更等、所要の改正を行う
ものです。

議第８号「国民健康保険税条例の一部改正」については、地方税
法の改正に伴う課税額・低所得者軽減の算定方法の変更について、
所要の改正を行うものです。

議第９号「介護保険条例の一部改正」については、第７期介護保
険計画（平成３０年度から平成３２年度まで）における介護保険料
の水準を定めるとともに、介護保険料の減免要件を追加する等の所
要の改正を行うものです。

議第１０号「災害による市税の減免に関する条例の一部改正」に
ついては、農地災害補償法の一部改正等に伴う所要の整理を行うも
のです。

議第１１号「後期高齢者医療に関する条例の一部改正」について
は、高齢者の医療の確保に関する法律等の一部改正に伴う所要の改
正を行うものです。

議第１２号「指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正」及び

議第１３号「指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設
備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正」
については、それぞれの事業の運営等に関する基準について、省令
に定められた基準に合わせた改正を行うものです。
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議第１４号「道路に設ける道路標識の寸法を定める条例の一部改
正」については、道路標識、区画線及び道路標示に関する命令の一
部改正により、条例で引用している標識の番号にずれが生じたため、
所要の整理を行うものです。

議第１５号「認定こども園条例の一部改正」については、高越こ
ども園の開園等による所要の改正を行うものです。

議第１６号「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例」、

議第１７号「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例」及び

議第１８号「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例」の一部改正については、それぞれの事業の運営等
に関する基準について、省令に定められた基準に合わせた改正を行
うものです。

議第１９号「指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部改正」については、指定介護予防支援
等の事業に係る運営等に関する基準について、省令に定められた基
準に合わせた改正を行うものです。

次に、議第２０号から議第２５号までは、
「平成２９年度補正予算案」です。

議第２０号「一般会計・補正予算（第６号）」は、各事業におけ
る実績に伴う不用額・不足額を調整する一方、小学校トイレ（西麻
植小・知恵島小・学島小）の洋式化事業の前倒しによる追加、及び
財政調整基金・減債基金への積立金などの追加により、３億７,６１
９万７千円を増額し、補正後の予算総額を、２３１億４,７７４万４
千円とするものです。

議第２１号から議第２５号は、
「国民健康保険・特別会計」、「後期高齢者医療・特別会計」、「介護
保険・特別会計」、「公共下水道事業・特別会計」、
「特定環境保全・公共下水道事業・特別会計」の５つの特別会計に
ついて、事業費の確定等により、所要の補正を行うものです。
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次に、議第２６号から議第３３号までは、
「平成３０年度当初予算案」です。

議第２６号「一般会計予算」につきましては、予算額、２３１億
６,６００万円で、前年度比 ９億５,５００万円（４．３％）の増と
なっています。
これは、都市再生整備事業、鴨島東部地区認定こども園整備事業、

鴨島中央部地区認定こども園整備事業、徳島中央広域連合西消防署
整備事業、中央美化センター跡地多目的運動場整備事業など、各施
設・設備の整備などの増額予算がある一方、高越小学校・こども園
整備事業などの減額予算によるものです。

議第２７号から議第３２号は、
「国民健康保険・特別会計予算」、「後期高齢者医療・特別会計予算」、
「介護保険・特別会計予算」、「公共下水道事業・特別会計予算」、
「特定環境保全・公共下水道事業・特別会計予算」、「農業集落排水
事業・特別会計予算」の６つの特別会計について、それぞれの事業
費の当初予算について、所要の計上を行っております。

議第３３号「水道事業会計予算」は、安全・安心な水を供給する
ための経費として、収益的支出で、６億３,３７１万１千円、資本的
支出で、８億４２万３千円を計上しています。

議第３４号は、「喜来桑ノ内６号線」ほか５線の市道路線の認定
き ら い く わ の う ち

を行うものです。

最後に、議第３５号「財産の取得」につきましては、都市再生整
備事業による多目的アリーナの建設用地であります旧麻植協同病院
の跡地の土地及び建物を５億２,１０４万６,０００円で、徳島県厚
生農業協同組合連合会から取得することについて議決を求めるもの
であります。

以上、概略の説明を申し上げましたが、十分御審議の上、原案ど
おり御賛同くださいますようよろしくお願い申し上げます。


